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一関ヒロセ電機株式会社
省エネ活動の取組事例



●設 立 Establishment 1990年11月ヒロセ電機(株)の一関工場として開設
1994年10月一関工場分離独立、一関ヒロセ電機㈱として設立

●資 本 金 Capital 3,000万円
●敷 地 Land Space 14,093坪（46,590㎡）
●建物延面積 Floor Space 4,908坪（16,225㎡）
●従 業 員 数 Number of Employees 225名（2024年6月現在）

工場の建屋は
①本館棟、②めっき加工棟③試験棟の３棟から構成されております。

東証プライム上場のヒロセ電機のグループ子会社
としてコネクタの生産およびグループ全体で開発される新製品が市場で安
全、安心して使用していただけるかどうかの試験業務を行っております。

主要取引先は、パソコン、スマートフォン等の国内外
各メーカー・自動車、産業機器、通信機器、医療機器等の国内外各メー
カーまたは部品メーカーです。

一関ヒロセ電機株式会社 概要
一関から世界へ

③試験棟

➁メッキ加工棟

①本館棟



コネクタは、電線と電線または電線と電気器具とを接続するための部品をいいます。

コネクタは電源機器、通信機器、スマートフォン、パソコン、医療機器、自動車等のあらゆるものに
利用されて、今後のそのニーズは進化が求められております。

丸形コネクタ 同軸コネクタ

スイッチ/センサー 光コネクタ

一関ヒロセ電機株式会社 概要

様々な用途で
コネクタは使
用されており

ます



ハード面：設備等を高効率機器への更新での電力削減を実施
ソフト面：電力デマンドシステムの導入や、省エネお助け隊の活用など
管理面：電力設備の管理標準を定める他、省エネ施策の管理・維持の徹底を明文化
契約面：再エネ由来電力への契約切替により、カーボンニュートラルへの対応強化

一関ヒロセ電機 省エネ活動の主な取り組み



項目 対応
①組織強化 エネルギー管理委員をEMS委員会へ取込み、省エネ促進を組織的に強化
②トップの意思表示 全体朝礼での従業員への情報共有による従業員一人ひとりの意識向上
➂活動計画立案及び実施 毎年計画表を作成し省エネ施策の管理
④計画的人材育成 エネルギー管理員の増員や、各種セミナーを受講し継続的な省エネ知識の習得（省エネ賛助会へ

の入会含む）

１）人材育成・意識啓発



1）目的２）
２）岩手県の事業紹介【省エネお助け隊の支援】
省エネお助け隊支援を活用した背景
・第２種指定エネルギー指定工場の指定を受けた為、原油換算量1,500kwh/年を下回る必要があった。
省エネ設備への切替等で効果を出して来たが毎年、工場のみで
施策立案をすることに苦慮し、大きな効果を得られない状態になりました。

☞専門的な省エネに対する知識不足を補うため
省エネお助け隊のお力を借りて、省エネ診断を実施し施策出しを行いました。

費 用

実施回数



1）目的２）
Ｐ（計画） 1.省エネ施策の立案
省エネお助け隊の専門家が工場を巡回し
新規施策の発掘を行う。
↓
Ｄ（実行） 2.省エネ施策の実施
削減電力量、削減金額、投資金額等の投資対効果を
検討した上、省エネ施策を計画的に実施する。
↓
Ｃ（評価） 3.省エネ巡回点検の実施
施策実施後は毎月の省エネ巡回点検を実施し、施策が維持
できているかをチェック。是正箇所があれば次回巡回時に
状況を確認する。
↓
Ａ（対策・改善） 4.省エネ巡回後のフォロー
省エネ巡回点検で見つかった是正箇所を改善！

上記の省エネサイクルを回し、省エネ施策の計画立案から実
施及び施後の維持管理に務めております。

３）省エネ診断を活用した施策実行サイクル

省エネ診断

省エネ施策立案

省エネ巡回の実施及び
是正箇所の改善



４）省エネ施策の一例（ハード面）
➀めっきライン 熱交換器設置による乾燥炉ヒーターの電力量削減
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4）省エネ施策の一例（ソフト面）
電力デマンドシステムを導入し、リアルタイムでの電力監視を行うほか、分電盤毎の使用電力を分析することで、各種の
設備、エリアに対する施策を立案しております。



1）目的２）管理標準の明文化

これまで、省エネに対して電力設備の運用基準や
更新時の手順等（運転管理、計測・記録、保守・点検）が不明確であったため
工場全体の手順書として管理を明文化しております。
設備更新時に高効率機器を選定してもらうこと等を盛り込んでおります。

4）省エネ施策の一例（管理面）



4）省エネ施策の一例（ソーラーカーポート新設）

➀試験センター棟屋上での発電容量 50kw ➁従業員駐車場ソーラーカーポートでの発電容量 700kw
の稼働（2024年4月予定）により、工場全体の自家発電容量を増やし、電力量削減とCO2排出量を抑制し
カーボンニュートラルに寄与しております。

【削減効果シミュレーション】
電力：767,106kwh/年 金額：約2,300万円/年

太陽光発電の増設・ソーラーカーポート新設での自家発電量拡充
発電量モニタリング

発電量シミュレーション
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